
DeNOx触媒の市場調査：企業・地域・種類・用途別の分析と市場
予測

HJResearchでは、「DeNOx触媒の世界市場：成長、動向、予測」調査資料の販売を2023年9月24日  
に開始いたしました。本調査レポートは、DeNOx触媒の世界市場について調査・分析した資料で、
キレート剤の市場概要、動向、セグメント別市場規模、地域別分析、競争状況、企業情報、市場
機会分析などで構成されています。

DeNOx触媒は、窒素酸化物（NOx）を還元することで、排ガス中から有害物質を除去する触媒剤で
す。主に発電所、セメント工場、製油所、製鉄所、輸送車両など、さまざまな産業や分野で使用
されています。

DeNOx触媒市場は、2022年には世界規模で2271億円と予測され、CAGRは1.4％という伸び率が見込
まれています。これは、環境規制の厳格化や、ディーゼルエンジン車の普及などによって、需要
が拡大していることを示しています。

現在、DeNOx触媒の主要なメーカーにはEnvirotherm GmbH、BASF、Cormetech、Ceram-
Ibiden、Johnson Matthey、Haldor Topsoe、Hitachi Zosen、Seshin Electronics、JGC
C&C、CRI、Tianhe (Baoding)、Hailiang、Datang Environmental Industry Group、Fengye
Group、GUODIAN TECH、Jiangsu Wonder、Tuna、Dongfang KWH、Chongqing Yuanda、Shandong Gem
Sky、Beijing Denox Environment & Technology、China Huadian Groupなどがあります。

DeNOx触媒の市場は今後も拡大が見込まれており、特にアジア地域での需要が増加すると見られて
います。また、環境規制の厳格化や、再生可能エネルギーの普及などによって、今後も需要は高
まると予測されます。ただし、競合が激化することによって価格競争が起こる可能性もあり、メ
ーカー側は技術開発や品質管理に注力する必要があるでしょう。

DeNOx触媒産業のSWOT分析は以下の通りです。

【強み】
環境への貢献:
DeNOx触媒は、窒素酸化物などの有害物質を除去し、地球環境に貢献することが強みです。
需要の拡大:
環境規制の厳格化や、ディーゼルエンジン車の普及によって、需要が拡大していることが強みで
す。
技術競争力の高さ:
DeNOx触媒は高度な技術を必要とするため、技術開発に注力することで、競合他社からの差別化が
図れる強みがあります。

【弱み】
コストの高さ:
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DeNOx触媒は、高度な技術が必要であるため、製造コストが高くつくことが弱みです。
環境規制の変動:
環境規制の変更や、政治的な問題などによって、需要が急激に減少する可能性があることが弱み
です。

【機会】
新たな機能性:
防臭・抗菌・消臭など、新たな機能性の追加によって、需要を拡大する機会があります。
持続可能性への対応:
リサイクル可能な素材の開発や、製品の環境負荷削減に取り組むことで、市場拡大の機会が期待
されます。

【脅威】
競合の激化:
DeNOx触媒業界は、国内外の多数の企業が参入しており、競合が激しくなっています。競合他社と
の価格競争や、それに伴う利益率の低下が脅威となる可能性があります。
環境規制の変更:
環境規制の変更や、政治的な問題によって、需要が急激に減少することが脅威となります。また
、規制が厳しくなれば、技術開発によって対応するコストが高くつくことがあります。

グローバルDeNOx触媒市場の主要企業は次のとおりです：
Envirotherm GmbH
BASF
Cormetech
Ceram-Ibiden
Johnson Matthey
Haldor Topsoe
Hitachi Zosen
Seshin Electronics
JGC C&C
CRI
Tianhe (Baoding)
Hailiang
Datang Environmental Industry Group
Fengye Group
GUODIAN TECH
Jiangsu Wonder
Tuna
Dongfang KWH
Chongqing Yuanda
Shandong Gem Sky
Beijing Denox Environment & Technology
China Huadian Group

製品タイプ別の市場セグメンテーション：
ハニカムタイプ
フラットタイプ



用途による市場セグメンテーション：
発電所
セメント工場
製油所
製鉄所
輸送車両
その他
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